
      

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ダビデのお父
とう

さんエッサイは、イスラエルに戦争
せんそう

が起
お

きて息
むすこ

子

三
さん

人
にん

を戦
せん

場
じょう

に軍人
ぐんじん

として送
おく

って、末
すえ

っ子
こ

のダビデも戦場
せんじょう

にお手伝
て つ だ

いに送
おく

りました。ダビデはこわいといって戦場
せんじょう

に行
い

くのをいやが

らなかったし、神様
かみさま

がともにおられるという確信
かくしん

をもって出
で

て行
い

き

ました。エッサイとダビデは、根本
こんぽん

の内容
ないよう

を分
わ

かっていたからです。 

根本
こんぽん

の内容
ないよう

とはなんでしょうか。私
わたし

たちの人間
にんげん

にはずっと苦
くる

し

むしかない問題
もんだい

が来
き

ました。戦争
せんそう

もよく起
お

こりましたし、考
かんが

える

こともできない災
わざわ

いも起
お

きました。この問題
もんだい

は、人間
にんげん

が神様
かみさま

を離
はな

れ

た原
げん

罪
ざい

のためです。神様
かみさま

を離
はな

れた瞬間
しゅんかん

、サタンが人間
にんげん

を握
にぎ

ったか

らです。ダビデとエッサイは、この根本
こんぽん

問題
もんだい

を分
わ

かっただけでなく、

神様
かみさま

が根本
こんぽん

問題
もんだい

を解決
かいけつ

しようと創世記
そうせいき

3章
しょう

15節
せつ

にイエス・キリスト

を送
おく

られると約束
やくそく

された事実
じ じ つ

も分
わ

かりました。エッサイとダビデ

は、根本
こんぽん

の内容
ないよう

を分
わ

かったので神様
かみさま

がともにおられる祝福
しゅくふく

を受
う

け

ました。一日中
いちにちじゅう

根本
こんぽん

問題
もんだい

と根本
こんぽん

問題
もんだい

の解決
かいけつ

がなにか、私
わたし

となんの

関係
かんけい

あるのかじっくり考
かんが

えてみるならば、神
かみ

様
さま

が恵
めぐ

みで悟
さと

らせて

くださって、神様
かみさま

とともにいる奥義
お く ぎ

もプレゼントでくださるでしょ

う。 

2012.2.26(インマヌエル教会聖日１部) 

月曜日 

創世記
そ う せ い き

6:1～8 

 しかし、ノアは、主
しゅ

の心
こころ

にかなっていた。(8) 

どんな苦
くる

しい状
じょう

況
きょう

でも、私
わたし

を救
すく

ってくださっ

た神様
かみさま

が私
わたし

とともにおられる、すべてのことが

神様
かみさま

の御手
み て

にあるということを信
しん

じて、大胆
だいたん

に

生
い

きることができますように。イエス・キリス

トのお名前
なまえ

によっておいのりします。アーメン 

 

エイリアンは 

いますか？ 

21世紀
せ い き

は火星
か せ い

探査
た ん さ

を準備
じゅんび

して、遺伝子
い で ん し

を思
おも

いのままに操作
そ う さ

する 

ことができるほど、発展
はってん

しています。それでも、科学
か が く

と 

技術
ぎじゅつ

が解
と

くことができない数多
かずおお

くのことが存在
そんざい

するのですが、これを「ミステリー」と言
い

い

ます。そのなかで、今日
き ょ う

、レムナントのおともだちが知
し

りたがっている「エイリアンは存在
そんざい

す

るのか」という質問
しつもん

も、ここに属
ぞく

するものです。知
し

りたいことについて質問
しつもん

と探求
たんきゅう

すること

は良
よ

いことです。エイリアンの存在
そんざい

についての関心
かんしん

は、人類
じんるい

の歴史
れ き し

ぐらい長
なが

いもので、科学
か が く

技術
ぎじゅつ

が発達
はったつ

していない昔
むかし

でも、人々
ひとびと

は空
そら

の星
ほし

を見
み

ながら、そこに住
す

んでいる生命体
せいめいたい

の姿
すがた

を

想像
そうぞう

していました。しかし、聖書
せいしょ

は、エイリアンについて話
はなし

をしていません。また、唯一
ゆいいつ

人間
にんげん

だけが神
かみ

様
さま

のかたちとして創造
そうぞう

されたと言
い

っています。レムナントのお友
とも

だちは、これひと

つだけ必
かなら

ず覚
おぼ

えていればよいと思
おも

います。サタンはエイリアンという存在
そんざい

があるか、ないか 

ということで、神様
かみさま

の存在
そんざい

があるか、ないかと 

いうこともまた疑
うたが

うようにさせます。サタンに 

だまされないようにしてください。 



 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

公園
こうえん

で男
おとこ

の子
こ

が女
おんな

の子
こ

の遊
あそ

びのじゃまをしました。ひとりの女
おんな

の

子
こ

がどっかり座
すわ

り込
こ

んで泣
な

いてしまいました。男
おとこ

の子
こ

はその姿
すがた

がお

もしろいと、ずっとじゃまをしました。ところが、他
ほか

の女
おんな

の子
こ

は男
おとこ

の

子
こ

のじゃまを気
き

にしないで、そのまま遊
あそ

ぶだけでした。すると男
おとこ

の子
こ

はつまらないと言
い

って、他
ほか

のところに行
い

ってしまったそうです。 

サタンも、私
わたし

たちがだまされないで、座
すわ

り込
こ

まなければ、つまらな

いとその場
ば

を離
はな

れるでしょう。サタンはダビデをだまそうとしました。

くやしい濡
ぬ

れ衣
ぎぬ

を着
き

せられるようにして、サウル王
おう

を通
とお

して殺
ころ

そうと

しました。しかし、ダビデはだまされないで信仰
しんこう

の告白
こくはく

をしました。

「主
しゅ

は私
わたし

の羊飼
ひつじか

い。私
わたし

は、乏
とぼ

しいことがありません。神様
かみさま

が私
わたし

とい

つもいっしょにおられるので、荒野
あ ら の

でも安全
あんぜん

です」私
わたし

たちもダビデの

ように、3 つのことを記憶
き お く

すれば勝利
しょうり

できます。最初
さいしょ

に、一日
いちにち

にだま

されないで勝利
しょうり

しましょう。一日
いちにち

をゲームで過
す

ごしてしまわず、ダビ

デのように引
ひ

き受
う

けたことに最善
さいぜん

をつくしながら過
す

ごしましょう。二
ふた

つ目
め

、葛藤
かっとう

や困難
こんなん

が来
き

たときに、だまされないでください。神様
かみさま

は、

なにがあってもレムナントの味方
み か た

です。ともにおられる神様
かみさま

を信
しん

じま

しょう。三
みっ

つ目
め

、失敗
しっぱい

したとき、だまされないで神様
かみさま

の前
まえ

に立
た

ちまし

ょう。むしろ新
あたら

しい力
ちから

をくださるでしょう。 

火曜日 

詩
し

23:1～6 

主
しゅ

は私
わたし

の羊飼
ひつじか

い。私
わたし

は、乏
とぼ

しいことがあり

ません。(1) 

ダビデのように、一日
いちにち

という時間
じ か ん

に勝利
しょうり

したいです。かっとうと危機
き き

があ

るときも、勝利
しょうり

したいです。失敗
しっぱい

したときも、神様
かみさま

の前
まえ

で力
ちから

を受
う

けたいで

す。イエス・キリストのお名前
なまえ

によっておいのりします。アーメン 

 

キム・ハウン チュヨン教会 

「子
こ

どもの祈
いの

りの手帳
てちょう

」を 

毎日
まいにち

して、ともだちとも 

なかよくできました。 

チュ・チェウン  
インマヌエルウルサン教会 

伝道
でんどう

目標
もくひょう

を立
た

てる 

ようになったこと 

イム・キオプ  
ウルサンセンミョンセム教会 

ともだちに、毎月
まいつき

「子
こ

ど

もの祈
いの

りの手帳
てちょう

」をわた

しています。（受
う

け入
い

れ

ました） 

キム・ヒョン  
クァンジュ・ポグム教会 

前
まえ

は成績
せいせき

があまり

よくなかったのだ

けど、祈
いの

ったら、ど

んどん成績
せいせき

があが

ってきました。 

パク・スビンイエウォン教会 

前
まえ

は、礼拝
れいはい

するとき、ちが

う 考
かんが

えが出
で

てきました

が、礼拝
れいはい

に集 中
しゅうちゅう

させてく

ださいと祈
いの

ったら、いまは

礼拝
れいはい

に 集 中
しゅうちゅう

できるよう

になりました。 

クァン・ウンヨン 
センミョンセム教会 

伝道
でんどう

の門
もん

が開
ひら

きました。本当
ほんとう

にみんなにすこしずつ福音
ふくいん

をはなしして、子
こ

どもタラッ

パンも準備中
じゅんびちゅう

です。 

ホン・セジョム  
インマヌエルウルサン教会 

祈
いの

りはどうしたらよいの

か分
わ

からなかったのです

が、レムナント祈
いの

りカード

でしたら、祈
いの

りが簡
かん

単
たん

にで

きるようになりました。 オ・ソンミン  
ヨンドインマヌエル教会 

EMS（英語
え い ご

ミッショ

ンスクール）に通
かよ

わ

せてくださいと祈
いの

っ

たら、通
かよ

えるようい

なりました。 

チェ・タビン  
チョンジュセセンミョン教会 

「子どもの祈
いの

りの手帳
てちょう

」の中
なか

にあ

る「本
ほん

を読
よ

もう」を見
み

て、図書館
としょかん

に

行
い

くようになりました。 

2012.2.26(インマヌエル教会聖日 2部) 



    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今日
き ょ う

は、サタンが私
わたし

たちを長
なが

い間
あいだ

だましてきた戦略
せんりゃく

を知
し

らせて

あげましょう。耳
みみ

をしっかりとかたむけて聞
き

いて～! 

最初
さいしょ

に、文句
も ん く

を言
い

わせてだまします。イスラエルの民
たみ

はエジプト

の奴隷
ど れ い

であったときも、奴隷
ど れ い

から解放
かいほう

されたときも、つづけてたり

ないことだけ見
み

て、不平
ふ へ い

不満
ふ ま ん

を言
い

っていました。しかし、モーセは

イエス様
さま

がキリストとして来
こ

られることを信じて、血
ち

のいけにえの

意味
い み

を長老
ちょうろう

とパロ王
おう

に伝
つた

えなければならないという個人
こ じ ん

目標
もくひょう

を立
た

てました。二
ふた

つ目
め

、ねたみやしっとでだまします。サウル王
おう

はダビ

デが自分
じ ぶ ん

より人気
ひ と き

があったので、ねたみました。しかし、ダビデは

サウルが悪霊
あくれい

にだまされていることを見
み

て、現場
げ ん ば

にイエス・キリス

トが必要
ひつよう

であることを確信
かくしん

しました。それで、サウル王
おう

の悪霊
あくれい

を離
はな

れ

るようにするほど、現場
げ ん ば

目標
もくひょう

を立
た

てたのでした。三
みっ

つ目
め

、がっかり

することでだまします。人々
ひとびと

が捕虜
ほ り ょ

になってなげいていたとき、ハ

ガイ預言者
よげんしゃ

は、キリストの契約
けいやく

を意味
い み

する神殿
しんでん

を回復
かいふく

しなければな

らないという契約
けいやく

を握
にぎ

って、教会
きょうかい

の目標
もくひょう

を立
た

てました。四
よ

つ目
め

、

錯覚
さっかく

でだまします。ユダヤ人
じん

は初代
しょだい

教会
きょうかい

の人々
ひとびと

がつまらないと思
おも

い

ました。しかし、彼
かれ

らはすべての人
ひと

を生
い

かす伝道
でんどう

と宣教
せんきょう

の目標
もくひょう

を立
た

ててローマまで福音化
ふくいんか

する祝福
しゅくふく

を受
う

けたのでした。 

水曜日 

使徒 1:1 
  テオピロよ。私は前の書で、イエスが行ない始め、

教え始められたすべてのことについて書き、 

 

もうサタンに絶対
ぜったい

にだまされません。もんく、ねたみ、しっと、らくたん、さ

っかくの心になるときごとに、「イエスはキリスト！」と言
い

ってサタンの力
ちから

を砕
くだ

くことができますように。イエス・キリストのお名前
なまえ

によっておいのりします。

アーメン 

 

私
わたし

は血
ち

のいけにえをパロ王
おう

と

長老
ちょうろう

に知
し

らせなければならない

という目標
もくひょう

があったんだ。すると

本当
ほんとう

に小羊
こひつじ

の血
ち

をぬった日
ひ

、私
わたし

た

ちがエジプトから出
で

たんだ。 

エリ祭司
さ い し

長
ちょう

は年
とし

をとって、自分
じ ぶ ん

の

部屋
へ や

でねていたが、私
わたし

はみことば

がとぎれた時代
じ だ い

に、神様
かみさま

の契約
けいやく

の

箱
はこ

のそばで寝
ね

ていたんだ。そのと

き、神様
かみさま

のみことばが臨
のぞ

んで、多
おお

く

の人
ひと

が偶
ぐう

像
ぞう

を捨
す

てて神様
かみさま

に立
た

ち返
かえ

るミツパ運動
うんどう

を起
お

こしたんだ。 
 

キリストの契約
けいやく

を意味
い み

する神殿
しんでん

が

みな破壊
は か い

されてしまった。私
わたし

は神
かみ

様
さま

のみことばを民
たみ

に代
か

わりに伝
つた

え

て、私
わたし

たちはもう一度
い ち ど

神殿
しんでん

を作
つく

れ

たんだ。 
 

復活
ふっかつ

されたイエス様
さま

を 私
わたし

たちユ

ダヤ人
じん

だけでなく異邦人
いほうじん

にも伝
つた

え

たのだけれど、彼
かれ

らも聖霊
せいれい

に満
み

た

されたんだ。そのとき、すべての

民族
みんぞく

を弟子
で し

とするように望
のぞ

んでお

られるイエス様
さま

の願
ねが

いをさとっ

て、とのときの強大
きょうだい

国
こく

ローマまで

行
い

ったんだ。 

2012.2.28（LA伝道集会 1講） 



    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イエス様
さま

が悪魔
あ く ま

をさして「この世
よ

の支配者
しはいしゃ

」という呼
よ

び名
な

をつけ

られました。（ヨハネ 12:31）パウロは、悪魔
あ く ま

に向
む

かって「空中
からなか

の権威
け ん い

を

持
も

つ者
もの

」と表現
ひょうげん

しました。悪
あく

魔
ま

は呼
よ

び名
な

にふさわしく、世
よ

の中
なか

を悪
あく

魔
ま

の国
くに

にしようとします。「不信仰
ふしんこう

と罪
つみ

」という強 力
きょうりょく

な武器
ぶ き

を持
も

っ

て、人々
ひとびと

に苦
くる

しみをもってきます。このとき、イエス様
さま

が喜
よろこ

びのニ

ュースを知
し

らせてくださいました。悪魔
あ く ま

の国
くに

が去
さ

って行
い

き、神
かみ

の国
くに

が

臨
のぞ

むようになるという奥義
お く ぎ

を教
おし

えてくださいました。（マタイ 12:28） 

最初
さいしょ

、聖霊
せいれい

の満
み

たし受
う

ければ神
かみ

の国
くに

が臨
のぞ

むと言
い

われました。聖霊
せいれい

の

満
み

たしは、イエス・キリストがどんな方
かた

なのかじっくり考
かんが

えながら

祈
いの

るとき、神様
かみさま

がくださるでしょう。二
ふた

つ目
め

、悪
あく

魔
ま

と悪
あく

霊
れい

が追
お

い出
だ

さ

れれば神
かみ

の国
くに

が臨
のぞ

むと言
い

われました。それで、福音
ふくいん

を伝
つた

えようと祈
いの

る

友
とも

だちがいるならば、先
さき

にその友
とも

だちに長
なが

い間
あいだ

働
はたら

いた暗
くら

やみの勢
せい

力
りょく

を砕
くだ

く祈
いの

りをしなければなりません（マタイ 12:29）。三
みっ

つ目
め

、平和
へ い わ

の神様
かみさま

がサタンを私
わたし

たちの足
あし

の下
した

にひざまずくようにさせてくだ

さいます。（ローマ 16:20）この契約
けいやく

を覚
おぼ

えているだけで良
よ

いのです!今
きょう

日、私
わたし

の心
こころ

に契
けい

約
やく

を思
おも

い出
だ

せるように祈
いの

ってみましょう。 

次
つぎ

のページのふろくを線
せん

で切
き

り

抜
ぬ

いて、裏表
うらおもて

に貼
は

り合
あ

わせまし

ょう。 

木曜日 

マタイ 12:28 

しかし、わたしが神
かみ

の御霊
み た ま

によって悪霊
あくれい

どもを追
お

い出
だ

し

ているのなら、もう神
かみ

の国
く に

はあなたがたのところに来
き

て

いるのです。 

日常
にちじょう

生活
せいかつ

をしながら、神
かみ

の国
くに

がなにか分からせてください。イエス様
さま

がサタ

ンの頭
あたま

を踏
ふ

み砕
くだ

かれたうれしいニュースを、どんなときもいつも思
おも

い出
だ

させ

てください。イエス・キリストのお名前
なまえ

によっておいのりします。アーメン 

 

2012.2.29（LA伝道集会 2講） 

＊本
ほん

を読
よ

みながら、神
かみ

の国
くに

が臨
のぞ

み

ますようにとお祈
いの

りしよう。 

神様
かみさま

が知恵
ち え

をくださるでしょう 

まんなかの線
せん

を三
みっ

つの枠
わく

の分
ぶん

、切
き

りましょう。 

4 つ目
め

は切
き

り離
はな

したらいけないの

で注意
ちゅうい

しましょう。 

「のり」と書
か

いてあると

ころにのりをぬって 

半分
はんぶん

におりましょう。 

「ひょうし」をいちばん

前
まえ

に来
く

るようにして、あ

とは表裏
おもてうら

でおりたたみ

ましょう。 

本
ほん

を読
よ

んだあと、読書
どくしょ

日記
に っ き

を書
か

けば、「本
ほん

の日
にっ

記
き

」の完
かん

成
せい

です。 



 

 

 

 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
       

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校
しょうがっこう

生活
せいかつ

をどのように送
おく

らなければなりませんか。その答
こた

えを

聖書
せいしょ

の中
なか

のレムナントを見
み

ながら、探
さが

してみましょう。 

最初
さいしょ

に、神様
かみさま

とともにいれば、すべて O K
オーケー

です。（創世記
そうせいき

39:2～3）主
しゅ

がレムナントヨセフとともにおられたので、ヨセフがすることごと

にうまくいって、まわりの人々
ひとびと

までも主
しゅ

の祝福
しゅくふく

を受
う

けました。二
ふた

つ

目
め

、祈
いの

りだけできたら、みな得
え

たことです。（エペソ 6:18）どのように

神様
かみさま

とともにいることを分
わ

かるのでしょうか。祈
いの

るときに知
し

ること

ができます。それで、パウロはいつも祈
いの

りのために努
つと

めると言
い

いま

した。三
みっ

つ目
め

、ただ祈
いの

りだけします。（使徒
し と

1:14）初代
しょだい

教会
きょうかい

の信徒
し ん と

た

ちは、イエス様
さま

が残
のこ

して行
い

かれた約束
やくそく

の聖霊
せいれい

の満
み

たしが成就
じょうじゅ

するた

めに、ただ祈
いの

りに専念
せんねん

しました。神様
かみさま

は当然
とうぜん

、聖霊
せいれい

の満
み

たしをくだ

さいます。四
よ

つ目
め

、ひとりで神様
かみさま

と深
ふか

くひそひそ対話
た い わ

します。（Iコリ

ント 12:2～3）たった 10分
ぷん

だけ神様
かみさま

にすべて集 中
しゅうちゅう

して祈
いの

ってみましょ

う。ゲーム、宿題
しゅくだい

などすべての考
かんが

えを捨
す

てて、神様
かみさま

にだけ集 中
しゅうちゅう

す

ることを深
ふか

い祈
いの

りと言
い

います。パウロは、深
ふか

い祈
いの

りをしたのですが、

世界
せ か い

福音化
ふくいんか

するほど、力
ちから

を受
う

けたのでした。神様
かみさま

とますます近
ちか

づく

祈
いの

りの奥
おく

義
ぎ

の中
なか

にドブンと入
はい

ってみましょう。 

2012.2.29（アメリカ産業人大会 1講） 

使徒
し と

2:42 

  そして、彼
かれ

らは使徒
し と

たちの教
おし

えを堅
かた

く守
まも

り、交
まじ

わりを

し、パンを裂
さ

き、祈
いの

りをしていた。 

金曜日 

聖書
せいしょ

の中
なか

のレムナントのように、私
わたし

とともにおられる神様
かみさま

をた

しかにさとって、味
あじ

わうことを知
し

っているレムナントにならせて

ください。今日
き ょ う

も私
わたし

と深
ふか

くお話
はなし

してくださいますね。イエス・

キリストのお名前
なまえ

によっておいのりします。アーメン 

 

この曲
きょく

は、キム･ヨンゴン牧師
ぼ く し

先生
せんせい

が歌詞
か し

をつくり、クォン･ジ

ョンミン牧師
ぼ く し

先生
せんせい

が曲
きょく

をつけた、レムナント賛美
さ ん び

です。神様
かみさま

がイ

スラエル民族
みんぞく

を捕虜
ほ り ょ

や奴隷
ど れ い

で散
ち

らされたのですが、残
のこ

った者
もの

きり

かぶを通
とお

して、もういちど、この地
ち

を生
い

かされるとイザヤ 6:13を

通
とお

してイザヤ預言者
よげんしゃ

におっしゃいました。キリストのお名
な

前
まえ

でこ

の地
ち

を回復
かいふく

する主人公
しゅじんこう

がレムナントのみなさんであることを忘
わす

れ

ずに、プライドをもって暗
くら

やみの文化
ぶ ん か

を征服
せいふく

するように祈
いの

ります。 
文＿子ども賛美作家 チェ・スジン講道師 

さんびもくそう２ 



 
              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

遅刻
ち こ く

ばかりしている、シンは、今朝
け さ

はかならず起
お

き 

ると決心
けっしん

しました。「ピピピピ」家中
いえじゅう

に時計
と け い

の音
おと

が響
ひび

い 

たのですが、シンは、起
お

きられませんでした。ママが「遅
ち

 

刻
こ く

するよ」と言
い

ったので、シンはむくっと起
お

きあがりました。 

時計
と け い

を見
み

たら、まだ余裕
よ ゆ う

がある時間
じ か ん

でした。シンは朝
あさ

ごはん 

まで食
た

べて、余裕
よ ゆ う

をもって家
いえ

を出
で

ました。あれ?ところで、中間
ちゅうかん

 

ぐらい歩
ある

いていたら、雨
あめ

が降
ふ

ってきはじめました。シンは、どう 

したらいいのか悩
なや

んで、また家
いえ

に帰
かえ

りました。紫 色
むらさきいろ

のきれいなレ 

インコートを着
き

て出
で

たら、いつも遅刻
ち こ く

するときと同
おな

じ時
じ

間
かん

に家
いえ

を出
で

て 

くるようになりました。シンは、くやしく思
おも

って遅
ち

刻
こく

しないようにと走
はし

り

ました。「朝
あさ

に早
はや

く起
お

きたのに、遅刻
ち こ く

するなんていやだ」風
かぜ

に乗
の

って走
はし

って行
い

く

シンは、黄色
き い ろ

のレインコートのおばさんと、真
ま

っ赤
か

なレインコートのおと

なりの家
いえ

の子
こ

、緑
みどり

のレインコートの裏
うら

の家
いえ

の子
こ

を抜
ぬ

きました。ところが、

なんとまぁ!シンはいっしょうけんめいに走
はし

ったのですが、信号
しんごう

が変
か

わらな

いと渡
わた

ることができませんでした。シンが青
あお

になるのを待っていたら、さ

っき見
み

た黄色
き い ろ

のレインコートのおばさん、真
ま

っ赤
か

なレインコートのおとな 

りの子
こ

、緑
みどり

のレインコートの裏
うら

の家
いえ

の子
こ

がシンのそばに立
た

って 

いました。シンはその瞬間
しゅんかん

、自分
じ ぶ ん

があれほど走
はし

った事
こと

を思
おも

い 

ながら、心
こころ

が痛
いた

くなっておされてきました。自分
じ ぶ ん

がいくら 

走
はし

っても信号
しんごう

が変
か

わらなければ、前
まえ

に行
い

けないことが分
わ

か 

りました。 

結局
けっきょく

、シンはまた遅刻
ち こ く

して、ぶつぶつ言
い

いながら家
いえ

に帰
かえ

りました。 

ママはがっかりして肩
かた

をおとしているシンをなぐさめました。 

「シン、今日
き ょ う

も遅刻
ち こ く

したので、暗
く ら

い顔
かお

をしているの」 

「ママ、ちがうよ。遅刻
ち こ く

するよりくやしいことがあったんだよ」 

「なに、なにがあったの」 

「遅刻
ち こ く

するかと思って、ものすごく走
はし

ったんだ。でも、赤信号
あかしんごう

だったんだ。ぼくは止
と

まるし

かなかったよ。ぼくよりうしろにいた人
ひと

たちが、ぼくの横
よ こ

について、信号
しんごう

は青
あお

になったん

だ。結局
けっきょく

、歩
ある

いてきた人
ひと

たちと同
おな

じバスに乗
の

ったよ。走
はし

ったのが、なんの意味
い み

もなかっ

たんだ」 

          ママは、むくれたシンをやさしくほほえんで見
み

つめなが 

ら言
い

いました。 

               「それは神様
かみさま

の時刻表
じ こ く ひ ょ う

と同じね。私
わたし

が前
まえ

に行
い

こうとしても、神
かみ

 

様
さま

の時
じ

刻
こ く

表
ひょう

でなければ、止
と

まるしかなくて、私
わたし

が進
すす

まなくて 

も、神様
かみさま

の時刻表
じ こ く ひ ょ う

がくれば 

進
すす

むしかないの」 

シンは、ママの話
はなし

にうなずきながら 

同意
ど う い

したのでした。 

土曜日 


